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厚生労働省の「平成 23 年生活のしづらさなどに関する調査（全国

在宅障害児・者実態調査）」の結果によれば，障害の種類別にみた身

体障害者手帳所持者は，肢体不自由の割合が全体の 44.2％，次いで

内部障害が 24.1％となっている．内部障害の内訳は，心臓機能障

害，じん臓機能障害，ぼうこう・直腸機能障害，呼吸器機能障害の

順に多く，身体障害者手帳取得者を対象とした調査では，在宅・通

所サービスの利用者は増加傾向にある．このことは内部障害者に対

し，OTが貢献できる機会が増えていることを示唆している．

本特集は，OT が内部障害に対する知識と経験を深めるために必

要な「リスク管理」に着目して企画している．適切に，そして安全

に作業療法を実施するためには，疾患に見合った中止基準や禁忌を

含むリスクを，基本に立ち返り確実に把握しておくことが重要であ

る．医療の場面では，薬物に加え新しい医療機器，たとえば人工臓

器の利用や移植等の治療が内部障害者に行われるようになってお

り，作業療法で対応することが求められている．

今回，心疾患，肺疾患，腎臓疾患等の急性期治療が行われている

医療場面から在宅・通所への流れと，重症度別の内部障害の特徴を

軸に，取り組みを行っている先生方に執筆していただいた．本特集

が，専門職として押さえておくべきリスクマネジメント技能向上の

一助になることを願っている． （奈良篤史)

特集にあたって

内部障害への作業療法
―リスク管理に留意して

企画担当

奈良篤史（東京大学医学部附属病院，作業療法士）

江藤文夫（国立障害者リハビリテーションセンター，顧問・医師）
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